
ふれあい町田ホスピタル
整形外科

市原 眞仁 名誉院長

肢
の
痛
み
や
足
に
力
が
入
ら
な
く

な
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
頚
椎
・

胸
椎
で
は
、
痛
み
だ
け
で
な
く
、

神
経
ま
ひ
、
下
半
身
ま
ひ
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
治
療
方
法
に
つ
い
て
、
簡

単
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
症
状
に
よ
っ
て
異
な
る
の

で
、
一
概
に
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

痛
み
が
我
慢
で
き
な
い
場
合
な
ど

は
、
手
術
を
行
な
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
当
院
に
は
、
日
本
整
形
外

科
学
会
専
門
医
・
脊
椎
脊
髄
病
医

が
お
り
ま
す
の
で
、
ご
安
心
し
て

治
療
を
お
受
け
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。
是
非
、
当
院
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
院
に
は
リ
ハ
ビ
リ

で
利
用
で
き
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
併

設
し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
体

験
が
可
能
で
す
の
で
、
お
体
の
こ

と
で
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

〈
取
材
協
力
〉

　
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

椎
間
板
が
あ
る
の
は
、
頚
椎
と
胸

椎
と
腰
椎
で
す
。
そ
の
椎
間
板
が

は
み
出
て
、
後
方
の
神
経
に
触
れ

て
し
ま
う
の
が
「
椎
間
板
ヘ
ル
ニ

ア
」
と
い
う
病
気
で
す
。

　

原
因
は
、
運
動
や
仕
事
、
事
故

な
ど
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

に
、
遺
伝
の
場
合
が
あ
る
こ
と
も

最
近
、
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
Ｑ
．
で
は
、
そ
の
椎
間
板
が
あ

る
３
つ
の
中
で
、
特
に
起
こ
り
や

す
い
部
位
は
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．
ヘ
ル
ニ
ア
は
、
主
に
頚
椎

と
腰
椎
で
起
こ
り
、
胸
椎
で
起
こ

る
の
は
ま
れ
で
す
。

　

症
状
は
、
腰
椎
の
場
合
は
、
下

　
Ｑ
．
整
形
外
科
を
受
診
す
る
人

に
多
い
疾
患
は
何
で
す
か
？

　

Ａ
．
多
い
も
の
の
一
つ
に
、「
椎

間
板
ヘ
ル
ニ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ヘ
ル
ニ
ア
」
と
は
、
何
か
が
、

本
来
あ
る
は
ず
の
位
置
か
ら
、
狭

い
と
こ
ろ
に
出
て
き
て
し
ま
う
こ

と
を
い
い
ま
す
。
ヘ
ル
ニ
ア
に
な

る
部
位
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
整

形
外
科
で
は
「
椎
間
板
」
の
ヘ
ル

ニ
ア
を
治
療
し
ま
す
。

　
Ｑ
．
椎
間
板
と
は
、
体
の
ど
の

よ
う
な
部
位
な
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
脊
椎
を
つ
な
い
で
い
る
軟

骨
が
「
椎
間
板
」
で
す
。

　

人
間
の
脊
椎
に
は
、
頚
椎
・
胸

椎
・
腰
椎
・
仙
椎
・
尾
椎
が
あ
り
、

　

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
整
形
外
科
で
は
、
市
原
眞

仁
名
誉
院
長
を
は
じ
め
と
す
る
医
師
が
、
各
種
の
専
門
治
療

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
市
原
名
誉
院
長
に
伺
い
ま
し
た
。

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

無
鉄
砲
な
や
り
方
は
Ｎ
Ｇ

　

し
か
し
、
急
激
な
ス
ト
レ
ッ
チ

や
運
動
は
、
か
え
っ
て
体
の
多
く

の
部
分
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。
む
や
み
に
行

な
う
の
で
は
な
く
、
正
し
い
方
法

で
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。運
動
施
設
の
ト
レ
ー
ナ
ー
や
、

腰
痛
が
専
門
の
医
師
な
ど
の
意
見

を
取
り
入
れ
る
と
安
全
で
す
。

　

正
し
く
な
い
姿
勢
や
同
じ
姿
勢

で
長
く
い
る
こ
と
は
、
腰
に
大
き

な
負
担
を
か
け
、
腰
痛
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
腰
痛
の
予
防

に
は
、ま
ず
は
「
姿
勢
を
良
く
（
正

し
く
）
す
る
こ
と
」
か
ら
始
め
て

み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

仕
事
で
同
じ
姿
勢
が
続
く
場
合

や
、
パ
ソ
コ
ン
、
読
書
、
テ
レ
ビ

鑑
賞
な
ど
の
長
時
間
に
わ
た
る
も

の
は
、
適
度
に
休
憩
を
と
る
こ
と

を
意
識
し
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

　

腰
痛
の
原
因
は
、
脊
椎
、
椎
体

を
取
り
巻
く
筋
肉
、
骨
盤
の
異
常

の
ほ
か
、
内
臓
の
疾
患
が
関
係
し

て
い
た
り
、
心
因
性
の
も
の
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
姿
勢
が
続
く
時
は
休
憩
を

※
２ 

分
娩
料
金
の
目
安
は
、出
産

回
数
や
処
置
内
容
な
ど
で

変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す。

※
１ 「
ふ
れ
あ
い
健
康
友
の
会
」は

当
日
入
会
が
可
能
。詳
細
は

同
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

Recruit Information

1・4面に掲載今月オスス
メ

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

該当資格必須

保育所有

正社員

各種手当有

プライベート充実

パート

時間・日数相談可能

未経験OK

スキルUP

ユニフォーム貸与

パ正

綾瀬厚生病院 ☎0467-77-5111
http://www.fureai-g.or.jp/ayase-hp/

医療法人社団
柏綾会

〒252-1107｠神奈川県綾瀬市深谷中１ー 4 1ー6

お気軽にお問合せください。エン
トリーは、当院ホームページから
も可能です。

　担当 : 総務課 南・橋本

応 

募

資格取得後、
ブランク有・未経験でも安心！
院内講習会、全体研修会など
看護補助職の教育に力を入れ、
万全のフォローアップ体制

資格取得後、
ブランク有・未経験でも安心！
院内講習会、全体研修会など
看護補助職の教育に力を入れ、
万全のフォローアップ体制

実務経験を積みながら
  ・介護福祉士実務者研修
  ・喀痰吸引等研修
の資格取得をサポート♪
  受講費免除制度あり！

実務経験を積みながら
  ・介護福祉士実務者研修
  ・喀痰吸引等研修
の資格取得をサポート♪
  受講費免除制度あり！

保育所隣接！
仕事と子育てが
両立しやすい
環境です！

保育所隣接！
仕事と子育てが
両立しやすい
環境です！
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綾瀬市役所綾瀬市役所

ハンディ
45

早川

綾瀬大橋
入口

綾瀬大橋
入口

スポーツ公園

タウンヒルズタウンヒルズ

厚
木
飛
行
場

東名高速道路東名高速道路

城山公園城山公園

市立
図書館
市立

図書館

コナズ珈琲

綾瀬厚生病院

相鉄線海老名駅・かしわ台駅、小田急線海老名駅・長後駅、JR海老名駅 看護補助

看護補助

正 月給▶２2万52００円　〈別途〉夜勤手当▶40００円～50００円
     　　　　（経験10年目・介護福祉士の場合）

時給▶1100円～12００円

勤務時間▶日勤 8：3０～17：3０
　　　　 夜勤17：0０～翌9：0０

勤務時間▶応相談

介護職員初任者研修修了者または介護福祉士

パ

募集職種

綾瀬市の救急医療を担う中核病院!実務経験を積みながら
専門資格の取得を支援！

■
好
評
！
月
１
回
の
相
談
会

　

出
産
前
後
の
新
マ
マ
、
こ
れ
か

ら
妊
娠
を
考
え
て
い
る
女
性
、
育

児
に
奮
闘
中
の
マ
マ
な
ど
、
悩
み

を
抱
え
な
が
ら
も
、
病
院
で
の
受

診
に
抵
抗
が
あ
る
人
の
た
め
に
、

同
院
の
助
産
師
が
「
綾
瀬
タ
ウ
ン

ヒ
ル
ズ
」
で
、
毎
月
最
終
金
曜
日

に
「
助
産
師
な
ん
で
も
相
談
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
買
い
物
つ

い
で
に
是
非
、お
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
個
室
も
充
実
、
会
員
料
金
も

　

個
室
は
２
タ
イ
プ
あ
り
ま
す
。

タ
イ
プ
Ⅰ
は
52
万
円
、
タ
イ
プ
Ⅱ

は
54
万
円
で
す
が
、「
ふ
れ
あ
い

健
康
友
の
会
」※
１
会
員
の
場
合
は
、

タ
イ
プ
Ⅰ
が
48
万
円
、
タ
イ
プ
Ⅱ

は
50
万
円
に
な
り
ま
す
※
２
。

ア
ク
セ
ス
が
よ
い
「
綾
瀬
厚
生
病

院
」（
綾
瀬
市
深
谷
中
１
の
４
の

16
）
の
産
婦
人
科
で
は
、
こ
れ
ま

で
５
千
を
超
え
る
新
生
児
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。

　

分
娩
病
院
と
し
て
支
持
さ
れ
る

理
由
の
一
つ
は
、
安
心
感
。
母
児

同
室
で
、
各
ベ
ッ
ド
で
新
生
児
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
各
部
屋
に
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

認
証
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
不
安

や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
さ
せ
な
い
入

院
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

■
利
便
性
と
安
心
感

　

海
老
名
・
座
間
・
大
和
・
藤

沢
・
横
浜
市
瀬
谷
区
な
ど
か
ら
の

　

綾
瀬
市
の
唯
一
の
基
幹
病
院
で
あ
る
「
綾
瀬
厚
生
病
院
」
で
は
、
産
婦
人
科
棟
に

女
医
１
名
を
含
む
常
勤
医
３
名
と
、
16
名
の
ほ
と
ん
ど
が
分
娩
を
専
門
に
す
る
助
産

師
を
配
置
し
、
安
心
感
あ
る
分
娩
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
〈
２
０
２
０
年
11
月
現
在
〉。

母体
●手足のむくみ
●けいれん発作
●臓器障害
  （脳・肝臓・腎臓ほか）
●タンパク尿  など

妊娠中に高血圧症を発症！

妊娠高血圧症候群
による影響は…

胎児
●発育不全
●常位胎盤早期剥離
●胎児機能不全
●胎児死亡    など

　

治
療
に
は
、
安
静
が
必
要
で
、

け
い
れ
ん
予
防
や
重
い
高
血
圧
に

対
し
て
は
、
入
院
や
投
薬
を
行
な

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

自
然
分
娩
は
リ
ス
ク
が
高
い
と

医
師
が
判
断
し
た
場
合
は
、
帝
王

切
開
の
選
択
肢
が
と
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。出
産
後
に
通
常
は
、

母
体
の
症
状
が
急
速
に
改
善
し
て

い
く
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
症
状
が
重
い
場
合
は
、

出
産
後
も
高
血
圧
や
タ
ン
パ
ク
尿

が
持
続
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。
必
ず
か
か
り
つ
け
医

の
下
で
、
適
切
な
周
産
期
管
理
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
水

分
摂
取
の
制
限
や
利
尿
剤
の
使
用

は
血
栓
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
た

り
、
過
度
の
塩
分
制
限
は
効
果
が

懐
疑
的
な
た
め
、
し
っ
か
り
と
医

師
の
診
察
を
受
け
、
正
し
く
ケ
ア

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

機
能
障
害
な
ど
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
胎
児

で
は
、
発
育
不
全
、
常
位
胎
盤
早

期
剥
離
、
胎
児
機
能
不
全
、
胎
児

死
亡
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
母

子
と
も
に
危
険
な
状
態
に
陥
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
病
気
の
原
因
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
ま

だ
結
論
は
出
て
お
ら
ず
、
妊
娠
前

か
ら
糖
尿
病
や
腎
臓
の
病
気
な
ど

を
抱
え
て
い
た
り
、
肥
満
や
年
齢

が
高
い
（
40
歳
以
上
）
と
、
発
症

の
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

重
症
化
し
や
す
い
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。

母
子
と
も
に
リ
ス
ク
が
あ
る

　

重
症
に
な
る
と
、
母
体
の
血
圧

上
昇
、
タ
ン
パ
ク
尿
の
ほ
か
、
け

い
れ
ん
発
作
、
脳
出
血
、
肝
・
腎

　

妊
娠
中
に
高
血
圧
症
を
発
症
す

る
こ
と
を
、「
妊
娠
高
血
圧
症
候

群
」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
、
妊
婦
の
お
よ
そ

20
人
に
１
人
の
割
合
で
発
症
し
、

特
に
「
早
発
型
」
と
呼
ば
れ
る
妊

娠
34
週
目
未
満
で
起
き
た
場
合
、

　

女
性
に
と
っ
て
ナ
イ
ー
ブ
な
時
期
と
な
る
「
周
産
期
」
に
は
、
発
病
に
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
妊
娠
中
に
高
血
圧
症
を
発
症
す
る「
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
」

で
は
、
生
命
の
危
機
に
瀕
す
る
ほ
ど
の
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

開放感ある個室は
多くのママに人気

助産師なんでも相談会

☎０４６７ー７１ー５８８５
綾瀬厚生病院

産婦人科直通

毎月最終金曜日 
13：00～15：00

主催

市立図書館

東名高速道路

45

綾瀬市役所綾瀬市役所

早川

城山
公園
城山
公園

綾瀬厚生病院綾瀬厚生病院

42

綾瀬タウンヒルズ
ショッピングセンター

最終週の金曜日
13：00～15：00

日時

会場

椎
間
板

椎骨（頚椎・胸椎・腰椎）
神経

はみ出して神経を圧迫

痛!

　
　
医
師
の
指
導
下
で

　
　
　
　
　
正
し
い
ケ
ア
を

“
腰
の
時
限
爆
弾
”椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
ご
用
心
！

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
市
原
眞
仁 

名
誉
院
長

自
己
流
の
腰
痛
体
操
で
肝
心
な
こ
と

  

綾
瀬
厚
生
病
院 

産
婦
人
科

Ｉ
Ｃ
認
証
シ
ス
テ
ム
の
病
棟
で
安
心
の
分
娩
を

買
い
物
つ
い
で
に
相
談
可
能
！

　

34
週
目
未
満
は
重
症
化
も
！

　
「
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
」に
気
を
つ
け
て
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●お申込み・施設についてのお問合せ

シニアレジデンス町田

０120 86 6534フリーダイヤル

【受付】９：００～１8：００
〒194-0215 東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

http://www.fureai-g.or.jp/s-residence/　　 HP
相模原

多
摩
境コストコ エネオス

バーミヤンサンリオ

ベビーザらス

町田街道

北口橋本 JR横浜線

京
王
線

小山

シニア
レジデンス
町田

無料セミナー、好評開催中！
町田市・八王子市・相模原市などの会場で、
無料セミナー「失敗しない老人ホームの
選び方」「もしもの為の終活について」等
を毎月開催しています。
詳しい開催スケジュールについては、
シニアレジデンス町田へお問合せください。

自立～要介護の方、認知症を抱えている方や、人工透析・
胃ろう・在宅酸素が必要な方など、是非ご相談ください。（ （６５歳以上の全ての方入居対象 医療サポート 病院担当医の往診、各種予防接種、

緊急時や夜間の対応など

湘南ふれあいの園
シニアレジデンス町田

短期利用（ショートステイ）や体験入居、施設見学は
随時、受け付けているので、お気軽にお問合せください。

急ぎの入居に、迅速対応！
早急にホームを探さなければならない方に対して、
迅速な受け入れ対応を強化しています。
早急にホームを探さなければならない方に対して、
迅速な受け入れ体制を強化しています。

●病院や老健などからの退院・退所後、
   自宅で生活することが困難な方
●家族介護に限界を感じている方
●一人住まいで在宅生活の継続が
　難しい方　など

●病院や老健などからの退院・退所後、
   自宅で生活することが困難な方
●家族介護に限界を感じている方
●一人住まいで在宅生活の継続が
　難しい方　など

安心感あるシニア　　　を貴方に̶。
ライフ

介護と医療が一体化された暮らしがここにある

連携病院から週3回にわたって理学療法士や作業療法士が来館し、
リハビリテーションを提供しています。楽しみながら行なうものが多く、
毎回、大人気となっています。
毎日（土日祝を含む）当直医が同じ建物にいるため、
夜間や緊急時においても、医療対応が万全な施設です。
定期通院・受診は階下におりるだけという環境に加えて、
通院することが難しい場合には、病院から担当医が来館。
24時間介護スタッフが常駐し、医療と介護が密接に連携した
安心感あるシニアライフをお送りいただけます。

リハビリテーションリハビリテーション 外観 中庭中庭

居室例居室例ロビー

　

○
…
「
今
は
、
お
年
を
召
し

た
方
も
お
一
人
で
住
ん
で
い

る
こ
と
が
多
く
、
女
性
に
限
ら

ず
男
性
も
そ
の
よ
う
な
住
環

境
で
あ
っ
た
場
合
、
食
事
は
三

食
と
っ
て
い
る
の
か
、
日
課
の

農
作
業
は
天
候
に
関
係
な
く

や
る
の
か
な
ど
、
普
段
の
生
活

内
容
を
含
め
て
、
患
者
さ
ま
の

ご
様
子
を
把
握
し
て
い
く
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。
地
域
に

根
差
し
た
身
近
な
存
在
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

そ
の
た
め
に
心
掛
け
て
き
た

の
は
、
外
来
診
療
日
を
忠
実
に

守
り
、「
こ
の
曜
日
に
行
け
ば
、

診
て
も
ら
え
る
」
と
い
う
期
待

に
添
う
こ
と
。「
学
会
へ
の
参

加
で
出
張
な
ど
も
あ
り
ま
す

が
、
最
善
の
調
整
を
行
な
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ま

が
体
調
の
悪
い
時
や
、
診
察
を

望
ま
れ
て
い
る
際
に
、
安
心
し

て
受
診
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
く
こ
と
は
、“
頼
れ
る
地

域
医
療
”
の
根
幹
の
一
つ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」。
現
在
、
外

来
は
㈪
午
前
、
㈫
午
後
、
㈭
午

後
、
㈮
午
前
、
㈯
午
前
（
第
２
・

４
週
）
を
担
当
し
、
脂
質
異
常

や
高
血
圧
、
不
整
脈
、
心
不
全
、

糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
診

療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○
…
「
実
は
私
、
一
度
は
経

済
学
部
を
卒
業
し
て
、
医
学

部
は
再
受
験
し
た
ん
で
す
。
最

初
の
大
学
３
年
の
時
に
、
親
族

が
大
病
を
患
い
、
病
院
へ
付
き

添
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
、『
医
療
の
仕
事
っ
て
な
ん

て
素
晴
ら
し
い
ん
だ
』
と
感
銘

し
、
医
師
に
な
る
決
意
を
し
ま

し
た
」。
東
海
大
学
医
学
部
を

卒
業
後
、
同
大
の
付
属
病
院
や

関
連
病
院
で
経
験
を
重
ね
、
十

数
年
前
に
さ
が
み
野
中
央
病

院
に
着
任
し
ま
し
た
。「
当
院

は
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ

て
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
く
と
れ

て
い
ま
す
。
患
者
さ
ま
に
と
っ

て
は
、
気
軽
に
か
か
れ
る
病
院

で
あ
り
な
が
ら
、
精
密
検
査
や

入
院
治
療
の
ほ
か
、
専
門
病

院
と
の
緊
密
な
連
携
が
あ
り
、

利
便
性
の
良
さ
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
」
と
朗

ら
か
な
笑
顔
で
続
け
ま
し
た
。

小熊 利明 医師
 （おぐま としあき）　　　　

さがみ野中央病院 副院長
【 内 科 】

日本内科学会 認定内科医
日本循環器学会 循環器専門医
ICD（インフェクションコントロールドクター）
日本医師会 認定産業医

 

「
こ
の
日
に
行
け
ば
診
て
も
ら
え
る
」

      

　  

頼
れ
る
医
療
の
根
幹
を
体
現

こ
の「
人
」に
聞
く

反町 仁一 診療部長 反町 仁一 診療部長 ほか小熊 利明 副院長小熊 利明 副院長

担当医担当医

　　　月　火　水　木　金　土
午前　●　●　●　●　●　●
午後　●　●　●　●　●　 -

内
科
外
来

さがみ野駅 相模大塚駅
南口

マルエツ

東柏ヶ谷

相模大塚

相模大塚駅前

相鉄線

ココ

246

P 駐車場

徒歩徒歩 さがみ野駅から５分
相模大塚駅から8分
さがみ野駅から５分
相模大塚駅から8分

さがみ野
  中央病院
☎046-233-5110

２
駅（
さ
が
み
野
駅・相
模
大
塚
駅
）か
ら

徒
歩
圏
内
に
あ
る

に
努
め
て
お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
で
は
、
日
頃
お
世
話
に

な
る
“
か
か
り
つ
け
”
と
し
て
の

側
面
に
つ
い
て
も
、
簡
単
に
お
話

い
た
だ
け
ま
す
か
？

　
（
小
熊
副
院
長
）「
内
科
疾
患
に

つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
、
当
院
は
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

脂
質
異
常
症
、
高
尿
酸
血
症
な
ど

の
生
活
習
慣
に
関
連
し
た
疾
患
を

齢
者
施
設
に
ご
入
居
さ
れ
て
い
る

方
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
な
救
急

の
受
け
入
れ
に
努
め
て
お
り
ま

す
」

　
︱
︱
︱
救
急
時
に
も
頼
れ
る
病

院
で
あ
る
こ
と
は
、
地
域
に
と
っ

て
重
要
な
存
在
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
（
小
熊
副
院
長
）「
当
院
で
は
、

そ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
努
力
し
、
地
域
の
皆
さ
ま

が
安
心
し
て
健
康
な
生
活
を
お
過

ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
急
性

期
病
院
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

当
地
域
の
救
急
医
療
は
、『
輪

番
制
』
を
と
っ
て
お
り
、
夜
間
や

休
日
な
ど
、
担
当
医
・
当
直
医
の

専
門
に
よ
っ
て
は
、
一
部
、
早
期

の
専
門
的
治
療
が
求
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
で
は
、
専
門
病
院
や
救
急

当
番
病
院
を
お
す
す
め
す
る
ケ
ー

ス
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
院
は
、

可
能
な
範
囲
で
24
時
間
体
制
で
救

急
患
者
さ
ま
を
お
受
け
す
る
よ
う

も
特
に
人
口
が
密
集
し
た
東
柏
ヶ

谷
地
区
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
そ

の
立
地
か
ら
、
座
間
市
の
ほ
か
、

綾
瀬
市
や
大
和
市
に
も
隣
接
し
、

幅
広
い
地
域
の
患
者
さ
ま
が
、
外

来
を
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

入
院
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ま

に
つ
き
ま
し
て
は
、
海
老
名
医
師

会
を
中
心
に
、
各
医
師
会
の
先
生

方
と
の
病
診
連
携
を
大
切
に
し

て
、
随
時
、
急
患
を
お
受
け
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
院
に
は
医
療
相
談
室

が
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
相
談
員
）
の
協
力
を
得
て
、
高

病
院
で
す
。
同
院
で
副
院
長
を
務

め
る
小
熊
利
明
医
師
（
内
科
）
＝

今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹
介

＝
に
、
病
院
の
体
制
や
内
科
の

診
療
内
容
に
つ
い
て
、
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

︱
︱
︱
県
央
地
域
は
、
隣

合
っ
て
い
る
市
が
多
く
、
貴
院

に
つ
い
て
も
海
老
名
市
に
所
在

し
て
い
ま
す
が
、
座
間
市
な
ど

か
ら
の
来
院
者
も
多
い
の
で

し
ょ
う
か
？

　
（
小
熊
副
院
長
）「
は
い
、
そ

う
で
す
。

　

当
院
は
、
海
老
名
市
の
中
で

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
は
、内
科
・

外
科
・
整
形
外
科
・
皮
膚
科
な
ど

の
診
療
科
目
を
揃
え
て
い
る
地
域

　

海
老
名
市
に
あ
る
「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」
で
は
、
地
域
住
民
の
健
康
の
た
め
に
、
地

元
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
診
療
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
や
脂
質
異
常
症
な
ど
、
生

活
習
慣
に
関
わ
る
疾
患
の
治
療
の
ほ
か
、
救
急
医
療
（
輪
番
制
）
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

多
く
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
上
気
道
炎
、
肺
炎
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
と
す

る
呼
吸
器
系
感
染
症
や
、胃
腸
炎
、

腎
盂
腎
炎
な
ど
の
腸
管
、
尿
路
感

染
症
も
診
療
し
て
お
り
ま
す
。
循

環
器
系
で
は
、
不
整
脈
や
虚
血
性

冠
動
脈
疾
患
（
急
性
期
除
く
）、

心
不
全
の
入
院
治
療
も
行
な
っ
て

お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
小
熊
先
生
は
ど
の
よ
う

な
疾
患
を
診
て
い
る
の
で
す
か
？

　
（
小
熊
副
院
長
）「
私
の
専
門
は

循
環
器
内
科
で
す
の
で
、
当
院
に

お
き
ま
し
て
は
、
高
血
圧
症
、
心

不
全
、
不
整
脈
な
ど
の
循
環
器
疾

患
の
診
療
を
主
に
担
当
し
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
外
来
で
は
、
地
域
の

方
々
に
寄
り
添
っ
た
診
療
を
行
な

う
た
め
に
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
な
ど
、
生
活
習
慣
病
も
診
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
当
院
に
お
け
る
院

内
感
染
対
策
の
責
任
者
も
務
め
て

お
り
ま
す
。
地
域
の
感
染
症
情
報

を
い
ち
早
く
収
集
し
て
、
院
内
の

感
染
防
止
を
徹
底
す
べ
く
、
尽
力

し
て
い
き
ま
す
」。

　
︱
︱
︱
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
取
材
協
力

さ
が
み
野
中
央
病
院

☎
０
４
６・２
３
３・５
１
１
０

海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
６
の
20
の
20

さ
が
み
野
中
央
病
院

　

  「
か
か
り
つ
け
」と
し
て

　
　

 　
利
便
性
を
第
一
に
考
え
た
診
療
体
制
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２階にあるリビングスペース

一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
提
供
し
て
い
る

健康体操

外観 人工温泉「光明石温泉」

大和市西鶴間6-30-24
0120－30－91130120－30－9113

ふれあいグループ

　　　安否確認・排泄介助・入浴介助・
　　　歩行の介助 など
　　　介護福祉士/ホームヘルパー2級/
　　　介護職員初任者研修修了者のいずれか
　　　１７１，０００円～　
　　　　＊別途、夜勤手当あり
              　　 介護福祉士　7,000円／回
              　　 上記以外　　5,500円／回
　　　8：00～17：00、8：30～17：30、
　　　17：00～翌9：00〈シフト制〉

介護スタッフ募集
業務

資格

月給

時間

見学・資料請求を随時受付
中！

見学・資料請求を随時受付
中！

者
に
嬉
し
い
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
な
が
ら
、
自
由
で
朗
ら
か

な
日
常
を
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
日
々
、
ス
タ
ッ
フ

が
懸
命
に
、
そ
し
て
楽
し
く
働
い

て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
み
ど
り
の
風 

大
和
」

で
は
、
介
護
士
（
正
社
員
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
所
属

の
た
め
、『
医
療
費
全
額
補
助
制

度
』
を
は
じ
め
と
す
る
福
利
厚
生

が
整
え
ら
れ
て
い
る
職
場
で
す
。

　
「
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
」

な
ど
の
質
問
だ
け
で
も
大
丈
夫
な

の
で
、
気
に
な
る
人
は
、
お
電
話

で
お
気
軽
に
「
み
ど
り
の
風 

大

和
」へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
た
住
ま
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

見
学
や
資
料
請
求
は
随
時
受
け

付
け
て
い
る
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
を
！（
空
室
わ
ず
か
）

介
護
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
！

　

館
内
で
は
、入
居
者
の
「
安
心
・

安
全
」
な
生
活
の
た
め
に
、
高
齢

　

こ
こ
で
は
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の

多
く
の
医
療
機
関
と
の
密
接
な
連

携
体
制
が
あ
る
の
で
、
介
護
と
医

療
の
効
率
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
提
供

で
き
、
加
え
て
居
室
に
は
「
見
守

り
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
。
共
有
の

リ
ビ
ン
グ
や
人
工
温
泉
も
あ
り
、

高
齢
者
の
居
心
地
の
良
さ
を
追
求

　

 

神
奈
川
県
大
和
市
西
鶴
間
に

あ
る
「
み
ど
り
の
風 

大
和
」
は
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
の
「
ふ

れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
」
に
所
属
す
る

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

で
す
。

介
護
と
医
療
の
密
接
な
連
携

つ
国
家
資
格
所
有
者
は
95
％
以
上

の
在
籍
を
誇
り
、
専
門
的
で
上
質

な
サ
ー
ビ
ス
を
、
自
信
を
も
っ

て
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
例
え

ば
、
食
事
に
関
し
て
は
、
美
味
し

さ
だ
け
で
な
く
、
彩
り
も
楽
し
め

る
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
お
り
、
退

院
後
か
ら
集
中
的
に
訓
練
さ
れ
る

方
〈
入
所
〉
と
、
家
庭
で
生
活
し

な
が
ら
日
中
だ
け
通
い
で
訓
練
を

受
け
る
方
〈
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
〉
の
両
面
の
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
ど
ち
ら

も
見
学
が
可
能
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」。

◆
ふ
れ
あ
い
の
町
田

☎
０
４
２・７
９
８・２
０
０
１

で
き
る
の
は
、「
ふ
れ
あ
い
の
町

田
」
が
医
療
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

隣
接
し
て
い
る
病
院
「
ふ
れ
あ

い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
か
ら
は
、

24
時
間
３
６
５
日
に
わ
た
っ
て

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
り
、
医
師
が

常
駐
し
て
い
ま
す
。
夜
間
の
緊
急

時
も
、
入
所
生
活
に
お
い
て
は
、

大
き
な
安
心
感
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」

に
は
、日
帰
り
で
利
用
で
き
る「
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
デ

イ
ケ
ア
）
も
あ
り
、
自
宅
か
ら
通

い
で
日
中
だ
け
の
リ
ハ
ビ
リ
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
次
の
よ
う
に
話
し

て
い
ま
す
。「
当
施
設
は
、ス
タ
ッ

フ
全
員
が
有
資
格
者
で
あ
り
、
か

　

介
護
・
看
護
部
門
の
全
ス
タ
ッ

フ
が
専
門
資
格
を
有
し
、
正
し
い

知
識
と
技
術
を
も
っ
て
、
高
齢
者

の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
身
体
機

能
が
回
復
し
て
い
く
よ
う
に
、
効

果
的
な
訓
練
や
ケ
ア
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

多
職
種
に
よ
る
総
合
サ
ポ
ー
ト

　

看
護
師
や
介
護
福
祉
士
、
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
、

管
理
栄
養
士
と
い
っ

た
国
家
資
格
を
も
つ

常
勤
ス
タ
ッ
フ
が
、

他
の
職
種
と
連
携
し

て
、
高
齢
者
の
健
康

に
つ
い
て
の
多
面
的

な
サ
ポ
ー
ト
が
提
供

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ

い
の
町
田
」
は
、
病
気
や
け
が
で

入
院
し
た
人
が
、
病
院
で
の
（
急

性
期
）
治
療
を
終
え
た
後
、
す
ぐ

に
自
宅
に
戻
る
に
は
ま
だ
安
定
し

て
い
な
い
状
態
の
時
に
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
、
以

前
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）

ま
で
回
復
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
高
齢
者
専
用
施
設
で
す
。

橋
本

相
模
原

多
摩
境 ベ

ビ
ー

ザ
ら
ス

介
護
老
人
保
健
施
設

ふ
れ
あ
い
の
町
田

介
護
老
人
保
健
施
設

ふ
れ
あ
い
の
町
田

リハビリ
センター
リハビリ
センター

薬局

P

シニアレジデンス町田シニアレジデンス町田

ふれあい
町田
ホスピタル

ふれあい
町田
ホスピタル

ココココ

☎ 045-821-0115
（湘南医療大学  入試事務室） （JR 横須賀線・湘南新宿ライン）

個別相談を
受付中！
個別相談を
受付中！

2021年
４月開設

湘南医療大学 検索

●横浜・都心からアクセス良好
●医療施設や「保健医療学部」が
   隣接し、連携した学習が可能
●首都圏・県西部からも通いやすい
●最寄駅から徒歩圏内
●緑豊かで静かな環境

●”未来型”薬学教育に
   最適な新校舎を設立
●複合的な研究が可能な
   設備
●多様な医療施設を活用
●学生寮から安心の通学

●経験豊富な教員が指導
●医療系教育スタッフが充実
●早期の体験実習から後期に
　わたる 徹底した臨床教育
●基礎と臨床がコラボレートした
   研究の実現へ！

教育・研究施設・設備
●臨床現場で活躍できる実力ある薬剤師を育成
●病院、薬局などの就職希望の完全実現化へ
●薬を創る仕事に進む進路も視野に
●研究・指導者への道も！
●国際的に活躍できる
  医療人を養成

東戸塚
西口プラザ 品濃橋

東戸塚駅

上品濃公園

西口

東戸塚
西口プラザ
東戸塚
西口プラザ

郵便局

ヤマト運輸

横浜新道

老人ホーム
老健

ふれあい東戸塚
ホスピタル

ロケーション
進　路 臨床に強い薬剤師に育てます

グループ病院と
コラボレート

問
合
せ

下田看護専門学校

コロナ禍にある今年は、
日程と規模を縮小しながらも
日頃の学習成果などの発表を
楽しんでいました。

コロナ禍にある今年は、
日程と規模を縮小しながらも
日頃の学習成果などの発表を
楽しんでいました。（写真は例年の様子）

本校には、毎秋に楽しい学校祭
「つわぶき祭」があります。
本校には、毎秋に楽しい学校祭
「つわぶき祭」があります。

来春入学
   のための
来春入学
   のための

学校説明会
13：00開始

※学校見学や説明会は、感染予防対策を講じて実施しております。

ＨＰから
お申込みを！

ＨＰから
お申込みを！

12／5（土）

湘南医療大学附属

下田看護専門学校
静岡県下田市柿崎２８９
☎０５５８‒２５‒２２１１
学生寮（女子）あり

問
合
せ

Shizuoka

135
下田港 寮寮

学校学校

伊豆急行線
伊豆急下田駅

MAPイベント時送迎バスあり

イベント時送迎バスあり
伊豆急下田駅から
バス停「上の山」下車
（徒歩では駅から30分）

伊豆急下田駅から
バス停「上の山」下車
（徒歩では駅から30分）

で
は
、
在
校
生
が
看
護
師
を
目
指

し
て
お
互
い
に
協
力
し
、
励
ま
し

合
い
、
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

　

同
校
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
す
。「
本
校
は
、

な
り
た
い
気
持
ち
を
ま
ず
第
一
に

考
え
て
い
る
学
校
で
す
。『
看
護

師
に
な
り
た
い
・
興
味
が
あ
る
』

と
い
う
方
は
、
是
非
一
度
、
説
明

会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
」。

　

下
田
看
護
専
門
学
校
で
は
、
12

月
５
日
㈯
に
学
校
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
時
間
は
13
時
か
ら
で
、

当
日
は
最
寄
り
の
伊
豆
急
下
田
駅

か
ら
送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
ま
た
は
同
校
へ
お
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

同
校
は
、「
看
護
師
に
な
り
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し

て
い
る
専
門
学
校
で
す
。
学
校
内

学
校
説
明
会

看
護
師
目
指
す
気
持
ち
を
最
優
先

湘
南
医
療
大
学
附
属 

下
田
看
護
専
門
学
校

茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパス

申
込
み

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
神奈川県茅ヶ崎市南湖１‒６‒１１
☎0467-88-6611
茅ケ崎駅北口から徒歩１８分

グループ部会
650名を超える

リハビリ療法士が所属
（セラピスト）

病院現場の見学会に協力！
現役のセラピストに会い、

質問も可能！！

リハビリ現場を見学できます。
下記の内容をご連絡ください！
 ▪「病院見学を希望」の旨
 ▪希望の日時
 ▪見学希望の職種
グループ病院と調整の上、
日程を決定させていただきます。

作業療法士・言語聴覚士・理学療法士
は、どんなところで、どんな仕事を
しているのでしょうか？
働いている姿を見て、将来の自分と
重ねてみてください♪

作業療法士・言語聴覚士・理学療法士
は、どんなところで、どんな仕事を
しているのでしょうか？
働いている姿を見て、将来の自分と
重ねてみてください♪

茅ヶ崎リハビリテーション
専門学校

茅ヶ崎リハビリテーション
専門学校

見学会を開催

い
。
同
校
が
所
属
す
る
「
ふ
れ
あ

い
グ
ル
ー
プ
」
の
病
院
と
調
整
し

て
、見
学
日
時
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

同
校
に
よ
る
と
、「
当
グ
ル
ー

プ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス

タ
ッ
フ
は
、
６
５
０
名
を
超
え
、

そ
の
協
力
の
下
で
、
実
際
に
働
い

て
い
る
現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
す
。
是
非
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
の
国
家
資
格
で
あ

る
「
作
業
療
法
士
」「
言
語
聴
覚

士
」「
理
学
療
法
士
」
の
仕
事
や
、

資
格
取
得
後
の
働
き
方
、
医
療
現

場
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
な
い
人

な
ど
に
対
し
、
茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校
で
は
、
リ

ハ
ビ
リ
の
現
場
を
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
希
望
者
は
、
同
校

へ
お
電
話
で
、
①
見
学
希
望
の
日

時
②
希
望
職
種
を
お
伝
え
く
だ
さ

貴
重
な
場
面
に
遭
遇
も
！

「
リ
ハ
ビ
リ
の
現
場
を
見
学
で
き
ま
す
」

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

1ココ
新湘南バイパス

茅ケ崎駅

茅ヶ崎看護専門学校
神奈川県茅ヶ崎市今宿３９０
☎0467-86-6011
茅ケ崎駅北口からバスで「辻東」停歩５分

問
合
せ

平日夕方平日夕方
みんなが行きやすい
　　　　　からの説明会

実際に教わる教員（授業の先生）から、「看護体験」が受けられます

茅ヶ崎看護専門学校茅ヶ崎看護専門学校

入試説明会
受験を検討中の方、必見！「学力試験」「面接」のポイントを解説！

12／22  16：00～18：00火

詳しくは

学校説明会

大好評！

12／8 16：00～18：0012／8 16：00～18：00

一般入試の日程について

火

12 
　　12（土）

第
１
回

１
　　23（土）
第
２
回

2
　　27（土）
第
３
回

す
。
予
定
の
つ
く
日
に
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。特
に
同
校
の「
入

試
説
明
会
」
は
、
毎
年
、
参
加
し

た
人
の
ほ
と
ん
ど
が
受
験
す
る
傾

向
に
あ
り
、
学
力
試
験
や
面
接
の

ポ
イ
ン
ト
ま
で
、
丁
寧
な
解
説
が

あ
る
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
説
明
会
で
も
、
来
場

者
に
過
去
の
入
試
問
題
集
を
限
定

配
布
し
て
い
ま
す
。
看
護
系
を
受

験
す
る
人
は
、
是
非
ご
参
加
を
！

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
で
は
、

土
日
祝
日
の
ほ
か
、
平
日
に
も
各

種
の
「
説
明
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。こ
の
平
日
夕
方
の
開
催
は
、

普
段
の
あ
り
の
ま
ま
の
学
校
生
活

が
体
感
で
き
る
の
で
、
看
護
学
生

と
な
っ
た
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

く
、
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
「
学
校
説
明
会
」
は
12
月
８
日

㈫
16
時
〜
18
時
、「
入
試
説
明
会
」

は
12
月
22
日
㈫
16
時
〜
18
時
で

学
校
説
明
会
・
入
試
説
明
会

来
場
者
限
定
で
過
去
問
を
配
布
！

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

み
ど
り
の
風 

大
和

　
　

居
心
地
良
く
安
心
で
き
る

　
　
　

シ
ニ
ア
専
用
に
つ
く
ら
れ
た「
住
ま
い
」

介
護
老
人
保
健
施
設 

ふ
れ
あ
い
の
町
田
〈
入
所
・
通
所
〉

　
　

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
資
格
所
有
！

　
　
　
　
　
　

      

安
心
の
リ
ハ
ビ
リ
環
境

3



大和成和病院
心臓血管外科
倉田 篤 院長

率
が
60
％
ま
で
に
手
術
を
受
け
た

方
が
、
生
存
率
が
高
い
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

手
術
前
左
室
駆
出
率
65
％
、
左

室
収
縮
期
内
径
38
㎜
ま
で
に
形
成

術
を
受
け
て
い
た
だ
く
と
、
約

75
％
が
左
室
機
能
の
正
常
域
化
が

可
能
で
す
が
、
左
室
機
能
低
下
例

で
は
半
数
程
の
患
者
さ
ま
に
し
か

改
善
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

手
術
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
極
め
て

重
要
で
す
。
心
エ
コ
ー
診
断
の
進

歩
に
と
も
な
い
、
比
較
的
早
期
に

手
術
を
検
討
で
き
る
症
例
が
増
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
心
臓
の
不
安

は
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

■
大
和
成
和
病
院

☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

術
は
、
こ
れ
ま
で
７
０
０
症
例
を

超
え
、
循
環
器
専
門
の
当
院
（
大

和
成
和
病
院
）
で
は
、
年
間
60
症

例
以
上
の
実
施
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
〈
２
０
１
９
年
度
実
績
〉

　

中
等
度
以
上
、
単
独
僧
帽
弁
閉

鎖
不
全
の
保
存
的
治
療
（
手
術
未

施
行
）
の
経
過
を
追
っ
た
医
療
報

告
〈M

ayo Clinic

〉
に
よ
る
と
、

10
年
で
全
体
の
半
数
弱
（
43
％
）

の
死
亡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
当
院
で
の
形
成
術
後
の
10
年

生
存
率
は
90
％
以
上
を
誇
っ
て
い

ま
す
。
一
般
的
に
も
、
左
室
駆
出

流
す
る
障
害
さ
れ
た
弁
葉
を
切
除

し
、人
工
腱
索
で
再
建
を
行
な
い
、

人
工
弁
輪
な
ど
で
弁
輪
形
態
を
整

え
、
逆
流
を
止
め
る
手
術
で
す
。

　

人
工
弁
置
換
術
に
比
べ
て
手
術

死
亡
率
が
低
く
、
左
心
室
機
能
の

回
復
や
術
後
合
併
症
の
回
避
な
ど

で
、
優
位
性
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
、

技
術
的
に
可
能
で
あ
れ
ば
、
形
成

術
の
施
行
を
推
奨
し
て
い
ま
す
」

大
和
成
和
病
院
で
の
手
術
実
績

　
「
私
が
執
刀
し
た
僧
帽
弁
形
成

僧
帽
弁
形
成
術
の
特
徴

　
「
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
の
手
術
に

は
、【
僧
帽
弁
置
換
術
】
と
【
僧

帽
弁
形
成
術
】
が
あ
り
ま
す
。

　

前
者
の
僧
帽
弁
置
換
術
は
、
機

械
弁
、
あ
る
い
は
生
体
弁
に
よ
る

人
工
弁
置
換
術
に
分
か
れ
ま
す
。

　

後
者
の
僧
帽
弁
形
成
術
は
、
逆

　

僧
帽
弁
の
閉
鎖
不
全
症（
僧
帽
弁
逆
流
）の
治
療
で「
僧
帽
弁
形
成
術
」を
行
な
っ

て
い
る
大
和
成
和
病
院
〈
神
奈
川
県
大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２
〉
の
倉
田
篤
院

長
に
、
手
術
内
容
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

左心房

僧帽弁

左心室

僧帽弁閉鎖不全症

弁が完全に
閉じない

心臓イメージ

逆流逆流

　

逆
流
が
高
度
に
な
る
と
、
肺
と

心
臓
を
往
復
す
る
血
液
量
に
よ
っ

て
、左
心
室
・
左
心
房
に
負
担
（
容

量
負
荷
）
が
か
か
り
、
心
拡
大
や

左
室
機
能
低
下
、
不
整
脈
（
心
房

細
動
）
な
ど
の
病
気
に
進
行
し
て

い
き
ま
す
。

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
な
い
で

　

病
気
の
診
断
は
主
に
「
心
エ

コ
ー
検
査
」
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

息
切
れ
な
ど
の
症
状
が
出
る
頃

に
は
、
心
室
機
能
障
害
が
進
み
、

手
術
後
の
回
復
に
大
き
く
影
響
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
外
科
治
療

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
と
て
も
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

息
切
れ
や
呼
吸
困
難
な
ど
に
対

し
て
は
、
利
尿
剤
な
ど
の
内
科
的

治
療
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
長
期

的
に
は
病
態
の
進
行
は
止
め
ら
れ

ず
、
高
度
逆
流
の
場
合
は
、
至
適

時
期
の
外
科
治
療
が
必
要
で
す
。

　

体
の
不
調
は
、
す
ぐ
に
病
院
へ

行
き
ま
し
ょ
う
。

　

僧
帽
弁
逆
流
の
原
因
は
、
退
行

変
性
に
よ
る
弁
逸
脱
、
感
染
性
心

内
膜
炎
、
リ
ウ
マ
チ
性
、
先
天
性
、

心
筋
梗
塞
あ
る
い
は
心
筋
症
に
よ

る
左
心
室
の
形
態
変
化
や
収
縮
異

常
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

僧
帽
弁
は「
弁
輪
」「
弁
葉
」「
腱

索
」「
乳
頭
筋
」
で
構
成
さ
れ
て

い
て
、こ
れ
ら
が
障
害
さ
れ
る
と
、

弁
が
閉
鎖
で
き
ず
に
逆
流
を
起
こ

し
ま
す
。
退
行
変
性
に
よ
る
弁
逸

脱
で
は
、
弁
葉
と
乳
頭
筋
を
つ
な

ぐ
腱
索
が
、
切
れ
た
り
伸
び
る
こ

と
で
、
弁
の
閉
鎖
線
が
ず
れ
て
逆

流
し
ま
す
。

の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
急
性
の
場

合
は
、
急
激
な
肺
高
血
圧
、
肺

う
っ
血
に
よ
る
呼
吸
困
難
を
生
じ

ま
す
。　

不
整
脈
の
合
併
も

　

心
臓
に
あ
る
弁
の
病
気
「
弁
膜

症
」
の
中
で
も
、「
閉
鎖
不
全
症
」

は
、
僧
帽
弁
で
多
く
発
症
し
ま
す

（
僧
帽
弁
逆
流
）。

　

慢
性
的
な
も
の
で
は
、
無
症
状

か
ら
次
第
に
息
切
れ
や
呼
吸
困
難

　

心
臓
の
各
部
屋
（
左
心
房
／
左
心
室
／
右
心
房
／
右
心
室
）
の
中
で
も
、
全
身

に
血
液
を
送
り
出
す
左
心
室
の
入
口
の
弁
・
僧
帽
弁
で
は
、
閉
鎖
不
全
症
（
僧
帽

弁
逆
流
）
が
多
く
発
症
し
て
い
ま
す
。

慣
も
、予
防
に
効
果
的
で
し
ょ
う
」

療
法
士
に
よ
る
専
門
リ
ハ
ビ
リ

　
「
治
療
で
は
、
手
術
が
用
い
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
中
心

と
な
る
の
は
、
私
た
ち
理
学
療
法

士
も
関
わ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
肩
の
重
さ
や
違
和
感
、

痛
み
な
ど
、
初
期
症
状
の
様
子
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
の
で
、
お
か
し
い

と
思
っ
た
ら
早
め
に
整
形
外
科
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
私
を
含
め
た

国
家
資
格
を
も
つ
療
法
士
が
専
門

性
を
も
っ
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
是
非
、
ご
来
院
く
だ
さ
い
」。

取
材
協
力
／
さ
が
み
野
中
央
病
院

さ
と
痛
み
の
悩
み
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん
。『
四
十
肩
・
五
十
肩
』
を

甘
く
み
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

発
症
の
原
因
と
し
て
、
普
段
の

姿
勢
や
運
動
不
足
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
『
猫
背
』
と
い
わ

れ
る
頭
が
体
よ
り
前
に
出
て
い
る

姿
勢
は
、
要
注
意
！
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
や
家
事
で
、
気

づ
か
な
い
う
ち
に

猫
背
に
な
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
意
識
し
て

そ
の
都
度
、
体
の

姿
勢
を
な
お
し
て

い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
ラ
ジ
オ
体

操
な
ど
の
運
動
習

長
期
間
に
わ
た
る
不
自
由
さ

　
（
栗
澤
理
学
療
法
士
）「『
四
十

肩
・
五
十
肩
』
と
呼
ば
れ
る
『
肩

関
節
周
囲
炎
』
で
怖
い
の
は
、
治

る
ま
で
の
時
間
の
長
さ
で
す
。
発

症
か
ら
１
年
以
上
か
か
る
こ
と
は

珍
し
く
な
く
、
そ
の
間
の
不
自
由

　
「
四
十
肩
・
五
十
肩
」（
肩
関
節
周
囲
炎
）
は
、
40
～
60
代
に
発
症
し
や
す
く
、
肩

が
痛
み
、
動
き
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
夜
間
に
目
が
覚
め
る
程
の
痛
み
に
発
展
す
る
こ

と
も
あ
り
、
腕
が
上
が
ら
ず
、
生
活
に
大
き
な
支
障
が
出
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

さ
が
み
野
中
央
病
院
所
属
の
理
学
療
法
士
・
栗
澤
高
輝
さ
ん
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

と
、
さ
ら
に
動
き
が
悪
く
な
り
ま

す
（
拘
縮
ま
た
は
凍
結
肩
）。

　

圧
痛
の
部
位
や
肩
関
節
の
動
き

の
状
態
を
み
て
、
診
断
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
Ｘ
線
撮
影
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
、
関
節
造
影
検
査
、
超
音
波
検

査
な
ど
で
、
石
灰
（
沈
着
）
性
腱

炎
や
腱
板
断
裂
、
上
腕
二
頭
筋
長

頭
腱
損
傷
と
い
っ
た
他
の
病
態
の

有
無
を
鑑
別
し
て
、
具
体
的
な
治

療
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
き
ま

す
。
多
く
は
、
三
角
巾
で
安
静
を

は
か
っ
た
り
、
内
服
薬
治
療
の
ほ

か
、
運
動
療
法
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

だ
け
で
も
痛
み
、
眠
れ
ず
、
不
眠

に
悩
む
人
も
い
る
ほ
ど
で
す
。

腱
や
靭
帯
の
老
化

　

関
節
を
構
成
す
る
骨
・
軟
骨
・

靱
帯
・
腱
な
ど
が
老
化
し
て
、
肩

関
節
の
周
囲
の
組
織
に

炎
症
が
起
き
る
こ
と

で
、
痛
み
が
発
生
し
ま

す
。

　

肩
関
節
の
動
き
を
よ

く
す
る
袋
で
あ
る
「
肩

峰
下
滑
液
包
」
や
、
関

節
を
包
む
袋
「
肩
関
節

関
節
包
」
が
癒
着
す
る

　

髪
を
結
っ
た
り
、
服
を
着
替
え

る
時
に
、
肩
が
痛
み
、
動
き
が
不

自
由
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ

の
よ
う
な
症
状
は
、「
肩
関
節
周

囲
炎
」（
い
わ
ゆ
る
「
五
十
肩
」）

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
寝
返
り

大和成和病院 ☎046-278-3911医療法人社団
公仁会

〒242-0006
神奈川県大和市南林間9-8-2

担当
馬場・山田

まずはお気軽にお電話ください♪

パ正

循環器の『エキスパート・ナース』を目指しませんか？心臓・血管治療
の専門病院

看護師小田急線中央林間駅・南林間駅・鶴間駅、東急線中央林間駅

当院で働く3つのメリット
１．仕事と子育ての両立がしやすい

ママナース率21％！近隣に保育所があり、出産・育児に
よって退職するナースはほとんどいません。

２．定期的なメンタルヘルスケアを実施！
１・３カ月目の定期面談で、入職後の悩みをしっかりフォロー。

３．スキルアップが可能！
グループ内教育機関にて、「認定看護師」や「実習指導者」の
養成研修を実施。資格取得支援制度が利用できます。

１．仕事と子育ての両立がしやすい
ママナース率21％！近隣に保育所があり、出産・育児に
よって退職するナースはほとんどいません。

２．定期的なメンタルヘルスケアを実施！
１・３カ月目の定期面談で、入職後の悩みをしっかりフォロー。

３．スキルアップが可能！
グループ内教育機関にて、「認定看護師」や「実習指導者」の
養成研修を実施。資格取得支援制度が利用できます。

看護師
募集！

◆看護師 急性期一般病棟 ＩＣＵ担当

月給　経験１０年目の場合 284,800円  
　　　　　　　　　　　　　※別途、夜勤手当＠14,000円 
時間　8：30～17：30、17：00～翌9：00

看護師免許
必須

看護師免許
必須

■休日  年間124日（夏期休暇含む）   ■賞与  年３回（７・１２・４月）
■福利厚生  医療費補助、保育園利用など

鶴
間
駅

南
林
間
駅

大和成和病院

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口
南林間
入口

小松原小松原
イオンモールイオンモール
大和西高大和西高

南林間中南林間中

十一条
通り
十一条
通り

〒〒

ココココ

さがみ野中央病院
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

☎046-233-5110046-233-5110

違和感、
痛みは痛みは

肩の

リハビリテーション科
栗澤高輝理学療法士

お気軽に当院へ
ご相談ください。
お気軽に当院へ
ご相談ください。 上腕骨

肩内部イメージ

肩峰下滑液包

肩関節関節包

　
　
医
師
の
指
導
下
で

　
　
　
　
　
正
し
い
ケ
ア
を

僧
帽
弁
形
成
術
の
実
績
は
７
０
０
症
例
以
上

「
弁
膜
症
の
治
療
は
当
院
へ
お
任
せ
を
」

大
和
成
和
病
院
　
倉
田 

篤 
院
長

高
齢
者
に
増
え
て
い
る
弁
膜
症

僧
帽
弁
が
閉
じ
な
い「
閉
鎖
不
全
」が
多
発

さ
が
み
野
中
央
病
院　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

          

代
か
ら
は
猫
背
に
注
意
！

    

「
五
十
肩
」発
症
で
一
年
以
上
苦
し
む
こ
と
も

「
五
十
肩
」の
正
体
は
、関
節
周
り
の
炎
症
！
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